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第５節 磯浜古墳群の概要 

図 2-26 磯浜古墳群全体図 
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(1)磯浜古墳群の概要 
国指定史跡の磯浜古墳群は、茨城県中部、太平洋に注ぎ込む那珂川・涸沼川の河⼝から南

⻄約 2.4km、太平洋に⾯する⿅島台地の北端部に⽴地する。東茨城郡⼤洗町磯浜町字⽇下ヶ
塚 2865 番８を含む 25 筆に位置する。 

令和３(2020)年 10 ⽉に整理した遺跡登録では、同 2865 番８の⽇下ヶ塚古墳を中⼼とし
ながら、東⻄約 365m×南北約 330m の範囲に展開する。これまでに前⽅後円墳２基、前⽅
後⽅墳１基、円墳１基、墳形不明２基の総数６基の群構成が把握されている。 

 

図 2-27 磯浜古墳群復元図 
（出典：『続・常陸の古墳群』） 
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(1)-1．姫塚古墳  

 
図 2-28 ⾞塚古墳・姫塚古墳平⾯図 
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姫塚古墳について，調査成果から墳丘・
周溝形態を復元してみると，図 2-29 の通り
であり，各規模は下記の通りである。 

後⽅部の北⻄隅⾓には近現代層が⼊るも
のの，北裾のラインは直線的であり，⻄裾
との間の屈曲が強く，⽅形となるものとみ
られる。東裾も直線的なラインを描いてい
る。南裾は未調査で⽴ち上がりは明確では
ない。 

周溝の外縁は各辺，弧を描いており，内
縁（墳裾）が⽅形であるのとは異なってい
る。近現代の削平により，完全に削られて
いたり，上⾯が遺存せず幅を減じていたり
した。 

前⽅部はくびれ部から前端部へ向けて，
⼤きくハの字形に開く構造である。前⽅-く
びれ部の中⼼線を後⽅部の各辺を参照し延
伸すると，後⽅部の軸線が設定でき，結果，
南北幅が予想できた。周溝の幅は南北とも
ほぼ共通し約 6.05m である。後⽅部の規模
は，南北約 16.28m×東⻄約 20.34m と考え
られ，幅に⽐べ軸線が約 1.25倍⻑い縦⻑の
後⽅部を持つものと想定される。 

後⽅部の⻑さ約 20.34m に⽐べ前⽅部の
⻑さは，約 9.09m と，1/2 にも満たない。
また，⼀応三⽅をめぐるとみられる前⽅部
周濠の幅が 1.00〜1.38m と後⽅部周濠に⽐べ著しく狭⼩である。底⾯の掘り込みも後⽅部
各辺に対し，前⽅部は約 59cm〜1.05m も浅く，区画の意識が弱い。屈曲の強い開きと共に，
これら前⽅部が未発達である要素は，本墳の⼤きな特徴と⾔えるだろう。 
以上の特徴をまとめると，１）墳丘の全⻑は約 29.43m。２）後⽅部の平⾯形態は縦⻑の
⻑⽅形を呈する。３）後⽅部に⽐べ短めの前⽅部の前端は，バチ形に⼤きく開く。４）前⽅
部の周濠は，前端も含め三⽅をめぐるが，細く浅い掘り込みである。全⻑ 29.4m、⾼さ 4.4
ｍの規模を持つ前⽅後⽅墳である。前⽅部墳丘は削平されており遺存しないが、残された浅
い周溝部はバチ形に⼤きく開き、弥⽣時代の墳丘墓からの伝統を残している。埴輪は伴わず、
深く掘り込まれた後⽅部北周溝の内底⾯からは、後期弥⽣⼟器の細⽚と共に、墳頂部から転
落したとみられる完形の⼩型丸底鉢が出⼟している。 

 
図 2-2９ 姫塚古墳平⾯図と規模 
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図 2-30 姫塚古墳の遺物 
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(1)-２．⾞塚古墳  
⾞塚古墳は，直径約 88.0m，⾼さ約 13.0m と，⾮常に⼤型の円墳で，南裾に造出が伴う
可能性がある。周濠の幅は約 16〜20m を推移し，墳丘を含めた全径では約 124.0m となる。
墳丘は，これまで把握されてきた墳頂部・中段平坦⾯に加え，⾼さ約 1.2m の低い位置に埋
没した下段平坦⾯が取り巻くことが判明したため，三段築成となる。墳頂部は⾮破壊の探査
を含め未調査であり埋葬施設の位置や構造の解明は課題として残されている。 

基盤の形成，及び墳丘の盛⼟は，下記の流れで造成された。中⼼部の中段平坦⾯以内の旧
地形（直径約 61.8m，標⾼約 28m 台）は，墳丘の芯として掘り残し，それより周縁（60m
台〜124.0m）では外周に向けて徐々に標⾼を下げながら掘削を進め，周濠では標⾼約
24.45m の粘⼟層に達する。墳丘の積成は，南側では中段平坦⾯相当の⾼さまで積み上げた
後上段斜⾯を積み上げ，北側では上段斜⾯の積み上げを終えた後に中段平坦⾯より下位の
寄⼟を⾏っており，南北差が⾒られた。 
 斜⾯には，⻑軸が 10cm 台後半〜20cm 台前半の楕円形・隅丸⻑⽅形礫を利⽤した基底⽯
上に，⻑軸 10cm 台の偏平な楕円礫である葺⽯が平らな⾯を上にして積み上げられている。
積み上げ技法は，廣瀬分類の C 類である（廣瀬 2008）。崩落した転⽯を除去すると，上部
斜⾯の基底⽯上に限り，葺⽯が⼆重に葺かれている状態で遺存した。南側の上部斜⾯には縦
⽅向の区画⽯が⾒られた。葺⽯に利⽤された⽯材は，安⼭岩・デイサイト・砂岩が主体であ
る。各平坦⾯には葺⽯よりも⼩振りな⻑軸約５〜９cm，短軸４〜５cm，厚さ約 1.5〜４cm
の偏平な敷⽯が敷き詰められていた。岩種は葺⽯と同様である。 
 車塚古墳から出⼟した埴輪の構成は，朝顔形円筒埴輪・普通円筒埴輪・球形胴壺形埴輪で
ある。普通円筒とした中に，⻑壺形埴輪も含まれる可能性はあるが，破⽚の状態では明確に
はしえなかった。ここでは⼀括して普通円筒として報告しておく。 

墳頂部・中段・下段平坦⾯の外縁には，それぞれに円筒埴輪が樹⽴されているが，基底部
から２段⽬を残すのみで，上半分の形態については，朝顔形であるのか，普通円筒であるの
か，未定であり，配列についてもよく分からなかった。ただし，北側の墳頂部平坦⾯由来の
転倒埴輪⼆個体は，共に朝顔形円筒埴輪であり，墳頂部をめぐる埴輪列の様相の⼀端を⽰し
ている。その⼀⽅で，南北とも墳頂部・中段平坦⾯からは普通円筒埴輪⽚も出⼟しており，
朝顔形と混在し配列されたものとみられる。 

 図 2-32 の１の朝顔形円筒埴輪は，⾼さ約 98,8cm，底径約 30.7cm である。基底部はやや
ハの字形に開き安定感がある。４条５段で，１〜３段⽬が直⽴的で各段均⼀な幅を持つ胴部，
４段がやや張りのある肩部，５段が有段の⼝辺部である。２・３段⽬に２個⼀対の縦⻑⽅形
の透かし孔が縦に並ぶ。４段の内⾯を除き，内外⾯ともハケメが顕著である。形態的特徴は，
岐⾩県昼飯⼤塚

ひる い お お つ か
古墳（中井ほか 2003）や⼭⼝県柳井茶⾅⼭

やな い ちゃうすやま
古墳（置⽥ほか 1999）などに類

例が報告されており，この時期の典型的な朝顔形円筒埴輪の⼀例と⾔える。 
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図 2-31 ⾞塚古墳復元図と規模 

（出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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図 2-32 の２の普通円筒
埴輪は，頸部に⼀条の突帯
がめぐり，胴部は直線的で
ある。胴部突帯や透孔との
接合部位が無いため，普通
円筒であるのかは吟味が必
要である。むしろ⼝辺部の
外反具合や胴部のエンタシ
ス状の張りなど注視すれ
ば，⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）
古墳で出⼟している⻑壺形
埴輪１類からの系統とも考
えることができる。墳頂部・
中段平坦⾯とも破⽚資料は
出ているが，⻑壺・普通円筒相互を識別できる遺存状態ではないため，今後に残された課題
として残ることとなる。 

図 2-32 の 3・4 の球形胴壺形埴輪は、南側の中段平坦⾯，しかも内側に偏在して濃集さ
れており，樹⽴される円筒埴輪とは，その性格が異なる出⼟状態を⽰している。直上の南側
墳頂部平坦⾯や上段斜⾯に転倒を⽰すような痕跡が⾒られず，なおかつ中段平坦⾯に残さ
れた各個体の遺存状態の良さからすれば，元々中段平坦⾯の内側に沿って配置され，埴輪祭
祀が執⾏されたものと⾒た⽅が良さそうである。 
 ⼝辺部から胴下部まで⽐較的均⼀な厚みを有しており，器厚は９〜10mm 前後である。胴
部内⾯にハケメを施すのが常態である。⽇下ヶ塚古墳例と⽐較した場合，⽇下ヶ塚（常陸鏡
塚）古墳例は５〜７mm 前後と薄くしかも個体内の厚薄が部位によって変化する傾向があ
る。より厚みを持ち均⼀な仕様の⾞塚古墳例とでは，明らかに型式学的に異なるものと識別
できる。また，⽇下ヶ塚古墳例は，胴部内⾯の調整はほとんどがナデのまま残し，仮にハケ
メを⼊れたとしても胴下部など部位は限定的である。相互間は，後ほど詳述するが，前後の
時期の類例も加味して吟味すると，年代差を⽰しているものと⾒て良いだろう。⽇下ヶ塚
（常陸鏡塚）古墳例が古く，⾞塚古墳例を新しく考えることができる。 
 
(1)-３．⽇下ヶ塚古墳  

⽇下ヶ塚古墳は，ほぼ南北軸で，前⽅部が南側の⿅島灘に臨んでいる。墳丘を取り巻くよ
うに，北・東・南側をめぐる周濠部を検出し，その平⾯形態は南側の窄まる盾形となるもの
とみられる。現況で計測すると，その幅は約 7.4〜15.6m で，南北周濠部を含めた古墳の復
元された総⻑は，約 128.2m である。他⽅で，⻄側は周濠部の存在が確認できず，地⼭を削
り出している事が確認された。各周濠部の上⾯は近世の海防陣屋による⼟地利⽤や近現代
の農地造成により削平を受け，幅が狭くなっているものと考えられる。 

 
図 2-32 ⾞塚古墳の埴輪 

（出典：『続・常陸の古墳群』） 
 



磯浜古墳群保存活⽤計画 第２章 磯浜古墳群の概要  
 

254 
 

 

 

図 2-33 ⽇下ヶ塚古墳平⾯図 
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南側の前方部前端は

確認できたが，北側

の後円部墳裾は近現

代の削平を受けてお

り，明確ではない。北

側の復元された周濠

部内縁で計測すると，

墳丘全長は約 101.4m

である。 

後円部の直径は，

第６号トレンチで確認

された基底基壇と周

濠とが接続する位置

を墳裾とし注 1），墳頂

部平坦面や粘土槨の

位置も考慮し正円形

で復元すると約 64.8m

と想定される。 後円

部の高さは，第６号ト

レンチで検出した墳

裾 と の 比 高 で 約

10.1m である。 後円

部墳丘の構造につい

ては，平成 24 年時は

未調査のため，明確

では無いものの，昭

和 24 年の調査成果と

平成 22 年度の測量

調査成果を加味し，

幾つかの可能性を指

摘しておきたい。 

後円部の墳頂部平

坦面については，標

高 36m 付近の直径約

22.1m の範囲と想定

できる。この平坦面の

縁辺からは，昭和 23
 

図 2-34 ⽇下ヶ塚古墳復元図・規模 
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〜24 年には，埴輪列も把握されている（⼤場・佐野 1956）。また，昭和 40 年代頃の⽥中新
史による踏査によっても，この墳頂部平坦⾯の縁辺より⻑壺形埴輪や図 2-41 の２の 4単位
の縦⻑⽅形透孔を持つ円筒埴輪などが採集されてきた（⽥中・⽩井 2008）ので，埴輪樹⽴
を伴う墳頂部平坦⾯の存在は確かであろう。 

後円部墳丘は戦争前後の開墾により斜⾯が切り崩され農地として利⽤されてきた経緯が
あるため，古来造成された平坦⾯を区別するのは容易なことではない。段数を含め明確では
ないが，唯⼀前⽅部墳頂部平坦⾯の標⾼と重なる標⾼約 31〜32m の平坦部が注視される。
所々切り崩され残らないものの，東⻄の⼀部では⽐較的形状を保っている。この平坦⾯を仮
に後円部の中段平坦⾯と呼ぶが，これより下位の標⾼約 28〜29m付近にも，前⽅部の中段
平坦⾯から連続する後円部の下段平坦⾯が埋没している可能性がある。後円部東裾からは
図 2-39右下の８・９の円筒埴輪の基底部が採集されており，こうした中〜下段平坦⾯から
転倒した資料と考えられるだろう。中・下段平坦⾯については，存否を含め，今後その構造
を明らかにしていく必要がある。  

前⽅部の規模は，同じく基底基壇の外縁を墳丘裾部とみると注１），⻑さ推定約 36.6m，括
れ部の幅約 23.5m，前端部の幅約 38.0m となる。⾼さは，第２号トレンチの墳裾との⽐⾼
で約 4.7m である。これらの数値は，現況の前⽅部の遺存状態も加味し，⻄括れ部及び三⽅
の墳裾の調査成果に基づき想定されるものである。前⽅部の構造は，墳頂部平坦⾯，上段斜
⾯，中段平坦⾯，下段斜⾯より構成される⼆段築成である。東⻄の裾部には，埴輪樹⽴の⾒
られない基底基壇が伴うが，前端にも伴うものとみて復元した。上段斜⾯と中段平坦⾯は，
⻄括れ部付近を除いて三⽅ともほとんど遺存してない。これは江⼾時代後期に進められた
同地の磯浜海防陣屋の造成によるものと考えられている。⻄括れ部付近の中段平坦⾯の標
⾼は約 28.3〜28.5m である。 

基底基壇は，後円部の東裾と，前⽅部の東⻄裾から検出した。第８号トレンチから検出し
た基底基壇の位置は，復元後円部裾からは⼤きく外れており，造出等の付属施設が伴う可能
性がある。南側の前⽅部東裾の標 27.86m から北側へ向けて漸移的に下降し，後円部東裾で
は約 1.42m 下がり約 26.44m である。これは地表⾯の⾼さともほぼ連動したものである。
前⽅〜括れ部における⻄裾（26.63〜27.09m）・東裾（26.75〜27.54m）間で，同⼀レベルを
保っている。基壇の幅は，東側では 0.70〜1.72m と狭いが，⻄側では 3.26m と広い。東⻄
括れ部付近では，地⼭を平坦に削り出した後，暗褐⾊⼟やローム⼟を張り，突き固めて整形
している。 

上記の通り，墳丘復元を⾏った⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）古墳について，その形態の系譜につ
いて，築造規格を⾒ておきたい。平⾯的な形態的特徴がある程度似た前期中葉〜後半段階の
200m超の畿内の⼤王墓等と畿外の 100m超級の⾸⻑墓に求めたのが，図 2-35 である。  

１の奈良県渋⾕向⼭
しぶたにむこうやま

古墳と２の佐紀陵⼭
さきみささぎやま

古墳とは，相前後する時期に築造されており，
概ね⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）古墳とも重なる時期と⾒られる古墳である。両例スケール 1/5,000
図に⽇下ヶ塚古墳復元図をスケールアップして全⻑が合うように任意の縮尺で重ねたのが
⾚いラインである。渋⾕向⼭古墳は，前⽅部の形態は良く対応するが，後円部径：前⽅部⻑
の⽐率がうまく合わない。規格としてはうまく対応しないのではないかとみられる。⼀⽅の
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佐紀陵⼭古墳は，後円部径：前⽅部⻑の⽐率が⽇下ヶ塚古墳と概ね⼀致する。ただし，前⽅
部墳頂部平坦⾯の前端の開きが佐紀陵⼭古墳は狭く，⽇下ヶ塚古墳の⽅が広い。それでも墳
裾の隅⾓は概ね揃うから，全体のシルエットは⼤変似た印象を受けるだろう。  

３は，愛知県⽝⼭市の⻘塚
あおつか

古墳である。後円部径と前⽅部⻑との⽐率は⽇下ヶ塚古墳と良
く合うが，前⽅部前端の幅が⻘塚古墳は広い。この形態は⻄殿塚

にしとのづか
古墳の規格と似ており，⽇

下ヶ塚古墳とはこの部分がうまく合わない。４の神奈川県逗⼦市・葉⼭町の⻑柄
な が え

・桜⼭
さくらやま

第
２号墳は，狭⻑な前⽅部を持つ同時期の第１号墳に⽐べれば，前⽅部墳頂部平坦⾯の開き⽅
は，⽇下ヶ塚古墳に似ている。しかし，括れ部位置や前⽅部の幅など相容れない要素も多い。
本例は尾根上稜線に所在する制約があるのかもしれない。  

これらの古墳と相前後する時期とみられる五社神古墳や宝塚１号墳なども検討したが，
規格がまったく合わないので，図化していない。以上よりして，畿内外の⼤王墓・⾸⻑墓と
しては，佐紀陵⼭古墳が⾮常に近い規格であることが理解でき，⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）古墳
の築造に際して，規格を模した可能性が⼗分にあるであろう。その⼀⽅で似た時期，規模，
性格を持つ⾸⻑墓でも，必ずしも規格が合う訳ではないことも理解できた。 
 昭和 24 年８⽉、國學院⼤學の⼤場磐雄博⼠により、「常陸鏡塚」の名称で、埋葬施設を
中⼼とした墳頂平坦⾯の発掘調査が実施された。後円部墳頂より⻑さ 8.95ｍと⻑⼤な粘⼟
槨が検出され、腐⾷して残ってはいないが⽊棺が伴ったものと考えられる。棺には、遺体
のほか、内⾏花⽂鏡・変形四獣鏡、直⼑、鉄製の模造品、⽯釧や⼑⼦形を含む農⼯具形の
⽯製模造品類、滑⽯製⾅⽟、勾⽟、管⽟、ガラス製⼩⽟、⽊製の櫛などの 4,000点の豊富
な葬品が副葬されていた。遺骸は、棺南側の内⾏花⽂鏡付近から⾒つかっている壮年性別
不明の⼀体分であり、枕状の川原⽯、その周りに偏る朱、⼀対の⽯釧など、埋葬の状態を
予測できる出⼟状態にある。その他に、約 3.4ｍ北に寄った位置からも⼀対の⽯釧の北側
に「異形品」と報告された祖型の⽴花

り っ か
が出⼟しており、もう⼀体の遺骸を伴った、複数埋

葬の可能性がある（深澤 2019）。 

 
図 2-３5 ⽇下ヶ塚古墳と⼤王墓・⾸⻑墓との⽐較 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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図 2-36 ⽇下ヶ塚古墳の粘⼟槨と副葬品 
（出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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副葬品の内、⽯製模造品、特に⼑⼦形⽯製模造品については、奈良県奈良市北部の⽇本最
⼤の円墳である前期末葉の富雄丸⼭

と み お ま るやま
古墳（109m）の埋葬施設出⼟例と、形態・⽯材・製作

技法ともよく似た類品として知られている。佐紀陵⼭古墳との墳丘形態の類似も考慮する
と、⽇下ヶ塚古墳の成⽴の背景に、奈良県奈良市北部の勢⼒との関係が少なくないものとみ
られる。 

 

 
 

図 2-37 富雄丸⼭古墳と副葬品（出典：『富雄丸⼭古墳』） 

 

図 2-38 奈良県奈良市北部勢⼒（右図出典：『⽟⼿⼭１号墳の研究』 
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⽇下ヶ塚古墳から出⼟する埴輪は，図 2-39 に図⽰した通り，⻑壺形埴輪・円筒埴輪・球
形胴壺形埴輪から構成される。 
長壺形埴輪 ⻑壺形埴輪は、図 2-40 の４・５上出島２号墳例や同図６〜８⻑柄・桜⼭第１
号墳例のように頸部を伸ばす⻑頸化する場合と，同図 9〜21 のように胴部が⻑くなる⻑胴
化を⽰す場合とがある。こうした資料を考える場合，同⼀古墳で組成する中で，⻑い筒状の
円筒埴輪から影響を受け，⾼さを揃えるために，壺形埴輪の胴部や頸部が伸⻑化するという
考えがある（廣瀬 2015）。⾼さを揃えることに⽬的があるとすれば，頸部や胴部の差異に注
⽬する名称はそぐわないとも⾔え，ここでは，あえて⻑壺形埴輪と呼び⻑壺などと双⽅を⼀
括して⽤いるものとする。 

⽇下ヶ塚古墳の⻑壺形埴輪は，基底部径は約 17〜21cm で，胴部はやや外傾して⽴ち上が
り，中位あるいは上部に張りを持つ共通点がある。⼝辺部における段部の単複，頸部におけ
る突帯の有無や縮約，胴部における張りの形態的特徴により，型式的に下記の三種類に分け
て考えることができる。 
⽇下ヶ塚⻑壺形埴輪１類：単⼝縁+頸部突帯+エンタシス状に極端に⻑胴化する胴部 

 図 2-39左１の⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）古墳第 10号トレンチ例と，図 2-41 の３髭釜遺跡第
４号⽅形周溝墓例とでは，⾼さ約 71cm×⼝径約 45cm と，⾼さ約 84cm×⼝径約 51cm と
規模に違いがあるが，相互の胎⼟・形態・ハケメの特徴は似ており，背景にある⽣産体制は
共通の基盤に拠ったものと考えて良さそうである。しかしながら，前者は墳墓への樹⽴，後
者は⾅⽟ 34点の副葬品が伴う埴輪棺として利⽤されており（藤井 1976，井 2009），利⽤⽬

 
図 2-３9 ⽇下ヶ塚古墳出⼟埴輪 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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的が異なっている。サイズの差は，⽤途を意識した作り分けが⾏われたものと⾒られる。最
⼤の形態的特徴は，微弱ではあるが中張りのエンタシス状の⻑胴化した胴部である。 
⽇下ヶ塚⻑壺形埴輪２類：単⼝縁+頸部突帯+胴中位に最⼤径を持ち⻑胴化する胴部 
 図 2-39左４の⽇下ヶ塚古墳第６号トレンチ例が該当する。突帯を含まない頸部の直径が
約 21.6cm と，１類の約 24.4cm に⽐べ⼩さな作りである。胴部の張りは中位にあり，直径
27cm程度と 1類の約 26cm よりも膨らむ。頸部が縮約するのと，胴中位が張るのとは連動
するものとみられる。器⾼は不明である。 
⽇下ヶ塚⻑壺形埴輪３類：複合⼝縁+頸部無突帯+胴上部に最⼤径を持ち⻑胴化する胴部 

 図２-39 左の３第７号トレンチ例などが該当する。⼝辺部は複合⼝縁となり，直径約
46.4cm と⼤きく開く。頸部は鋭⾓に強く外屈する。肩部と呼んでも良い位置に強い張りを
持つ上張りの胴部が特徴的である。 

 
図 2-40 ⽇下ヶ塚古墳埴輪の類例 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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図２-40 に⽇下ヶ塚
⻑壺形埴輪１〜３類の
類例を図⽰した。30cm
台後半〜60cm 台前半
を推移する，所謂⻑頸
⻑胴壺に⽐べ，⽇下ヶ
塚古墳の全形をうかが
える資料の器⾼は 約
71cm と⼀際⼤きく，4
の上出島 2号墳例のよ
うな頸部の伸⻑は⾒ら
れないのに対し胴部が
著しく発達するのが，
最⼤の特徴と⾔える。 

⽇下ヶ塚⻑壺形埴輪
１類の系統は，図 2-40
の１〜３の前期前半，
秋葉⼭
あ きばやま

第２号墳例が注
視される。全形をうかがえる資料は無いが，１の胴部にみられるエンタシス状の張り，基底
部の肥厚などは，良く似ている。ただし，頸部の突帯は⾒られないので，厳密には別系統で
ある。⽇下ヶ塚古墳例以後の系譜としては，器⾯調整にタタキ⽬と異質ではあるが，同じく
常陸沿海部の同図 21 の村松権現⼭

むらまつごんげんやま
古墳例の器形に引き継がれるものと⾒られ，中期前葉ま

では変容を遂げた⻑壺形埴輪の系譜を追うことができる。 
 ⽇下ヶ塚⻑壺形埴輪２類の系譜は，同図 12・13 の塚越稲荷塚

つ かごし い な りづか
古墳例に繋がる。単⼝縁で

頸部に⼀条の突帯を持ち胴中位〜下位に張りを持つ。両例とも，⽇下ヶ塚古墳６号トレンチ
例に⽐べると，シャープさを失い器厚も厚くなり鈍重な印象を与える。種々の特徴は⽇下ヶ
塚⻑壺形埴輪３類の三ツ塚 12号墳例と重なる中期前葉と⾒て良いだろう。 
 ⽇下ヶ塚⻑壺形埴輪３類は，胴部の張りが上張りの例は乏しいが，中張りから下張りの例
としては，⽇下ヶ塚古墳例とほぼ同時期の図 2-40 の４・５上出島２号墳例が古く，同図 10・
11 の塚越稲荷塚例，14〜18 の三ツ塚 12号墳例，19 の鶴塚

つるづか
古墳例など，器が厚ぼったくな

った中期前葉に多くの類例が確認されている。 

円筒埴輪 図 2-39右下１〜9 に図⽰した通り，破⽚資料がほとんどで，透孔の存在や直径の
⼤きさなどから同定したものであり，その形態的特徴は明確ではない。特に⼝辺部が朝顔形
に開くのか，あるいは普通円筒であるのか，はっきりしていないのが実情である。そのよう
な中で，図 2-41 の 2 の後円部の墳頂部平坦⾯から採集された資料は，２段⽬に縦⻑⻑⽅形
の透孔を４単位廻らすことが報告されており重要である。基底部が窄まる特徴も図 2-39右
下８・９の採集資料にも⾒られる点であり，本墳の円筒埴輪の特徴と⾔えるだろう。先の⻑ 

 
図 2-41 ⽇下ヶ塚古墳出⼟⼟器・埴輪 

 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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壺形埴輪と同様の製作技法であり，相互に関連しながら製作が進められた経緯を予測させ
る。 

球形胴壺形埴輪 図 2-41 の４は、かつて⾞塚古墳採集と報告された、全形の分かる球形胴
壺形埴輪である。しかしながらその後増加した資料を含め実⾒して検討した結果、⽇下ヶ塚
古墳出⼟のものと⾒て良いことが分かってきた。この点は，既に指摘がある内容を追認する
ものとなっており（⽥中・⽩井 2008）、今後は⽇下ヶ塚古墳出⼟品に含めて考えることにす
る。 
 図 2-39右上 1〜8 に球形胴壺形埴輪の破⽚資料を図化した。頸部からの⽴ち上がりには，
図 2-41 の 4・図 2-39 の 1・3・5 のように外反するものと，図 2-39 の２・４のように内湾
するものの別がある。底部は，図 2-41 の 4 の外⾯の⽴ち上がりが直⽴的なものと，図 2-39
８のように外傾して胴下部へ連続的なものの別が確認できる既報告資料を⾒ても、この⼆
者が含まれており（⼩宮⼭ 2002，井・⼩宮⼭ 2008），相互が⼀定量含まれるのであろう。 
埴輪配列 前⽅部の中段平坦⾯に樹⽴状態にあったもの，転倒し基底基壇上や周濠内に落ち
込んだものなどが確認できた。
まとめると，図 2-42 の通りであ
る。 

前⽅部では，円筒埴輪や球形
胴壺形埴輪に⽐べると，圧倒的
に⻑壺形埴輪の割合が多い。中
段平坦⾯には樹⽴状態の⻑壺１
類の基底部，⻑壺３類の頸部な
どが確認できた。またこの段か
ら基底基壇への落ち込んだ資料
では，同様に⻑壺１類と３類が
把握されている。⼀部前端部周
濠内では円筒埴輪の基底部⽚の
包含が⾒られたが，その他の資
料では⻑壺３類が優勢である。
墳頂部平坦⾯前端の南東側の隅
⾓では，⻑壺の胴下〜基底部の
⼤型破⽚が採集されており，こ
の位置に樹⽴されたものと考え
て良いだろう。確かな所では，
前⽅部に関しては墳頂部も中段
も⻑壺１・３類が優勢であった
と⾔える。球形胴壺は断⽚的な
出⼟ではあるが，括れ部〜前⽅

 
図 2-42 ⽇下ヶ塚古墳の埴輪配列 
  （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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部の墳頂部平坦⾯からの出⼟が特徴的である。 
後円部に関しては，情報が少ないが，東周濠内の墳丘側から⻑壺２類が出⼟した。⽥中新

史による墳頂部崖⾯，稲⽥健⼀による東裾からのそれぞれ⼤型破⽚の表⾯採集成果から，墳
頂部及び中段平坦⾯は，円筒埴輪が優勢である可能性が考えられる。 
⼀つ注視したいのは，東周濠外側から⻑壺３類がまとまって出⼟している点である。この

地点の浅い位置は近現代の耕作により遺存状態が良くないが，東縁に⻑壺３類を並べた外
堤が廻った可能性も視野に⼊れる必要があるだろう。 
 

注１） 後円部・前⽅部における墳裾の位置を，基底基壇の外縁に求める考えと，周濠内底⾯の下端に求める考えが
あるため，双⽅のラインを第 105 図に併記してある。本⽂中における墳裾の説明は前者を採⽤している。 

 
(1)-4．坊主⼭古墳 

令和２年１〜３
⽉に測量調査を実
施。その成果に基
づき、同年７〜11
⽉、範囲確認調査
を実施した。前⽅
部は前端を含む三
⽅に周濠がめぐる
ことが確認できた
が、後円部は、斜
⾯・裾部・周濠部
とも削平を受け、
明確な形態を把握
しづらかった。ま
た、後円部の東側
に近世〜近代に造
成された張り出し
部（5T上付近）が
伴い、複雑な形態
をしている。この
張り出し部でパッ
クされた墳丘東斜
⾯の遺存状態が良
かったため、東側
の墳頂平坦⾯の外

 

図 2-43 坊主⼭古墳平⾯図 
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縁の円弧を描くラインが後円部と考えて差し⽀えないものとみられる。前⽅後円墳の現況
全⻑は約 60.0ｍであるが、斜⾯が削平を受け限界が確認できていないため、規模はもっと
⼤きくなるものとみられる。⾼さは南⻄側では約 5.6ｍで、前⽅部墳頂は後円部墳頂に⽐べ
約 2.8ｍ低く平坦で前期古墳の特徴を有する。前⽅部・後円部とも斜⾯における平坦⾯が確
認されておらず、中段のテラスは伴わないものとみられる。 
 埴輪は、分布に偏りがみられる。前⽅部の墳丘や周濠内
からはほぼ出⼟していないため、前⽅部墳頂に樹⽴して
したとは考えにくく、配置があったとしても希薄であっ
たものとみられる。⼀⽅の後円部の墳頂や斜⾯の覆⼟、裾
部の削平再堆積⼟中からは、⼤型の球形胴壺形埴輪、⻑胴
の壺形埴輪、直線的な透かし⽳や突帯などの円筒埴輪の
細⽚が僅かに出⼟する。後円部墳頂の⻄側縁辺には埴輪
細⽚がまとまる傾向があるため、これらの埴輪は、墳頂平
坦⾯の縁辺に樹⽴されていたものと⾒て良いだろう。 
 
(1)-５．五本松古墳  

平成 30 年８⽉、開発前の試掘調査で新発⾒。現在、国史跡指定地の⼀⾓となり保護され
ている。墳丘は遺存しないが、⻑軸約 19.7ｍ、短軸約 14.5ｍの規模を持つ周濠部が検出さ
れている。全形は検出されていないが、前⽅部〜くびれ部の南東側、および前⽅部の前端を
めぐる周濠とみられ、概ね北東−南⻄軸を持つ 40〜50m級の前⽅後⽅墳の可能性が考えら
れる。周濠内覆⼟出⼟遺物は、埴輪は伴わず、後期弥⽣⼟器⽚多数の他、図 2-45 の 1⼟師
器甕や 2底部穿孔壺の破⽚に加え、3鉄⽚が含まれた。 

 
(1)-６．五本松下古墳  
五本松下古墳は，⾞塚古墳北⽅の磯浜町 2889 番 1 に所在する保育園「こすもすくーる」

 
図 2-45 五本松古墳の遺構と遺物 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 

 

図 2-44 坊主⼭古墳出⼟埴輪 
 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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の園内に位置する。園庭に新たに⼩規模保育所の新規建設が計画されたため，⼤洗町教育委
員会が主体となり，平成 31 年１⽉ 21 ⽇〜31 ⽇までの期間，事前の試掘確認調査を実施し
た。園庭は平坦であり，古墳に伴う墳丘は残されていない。東⻄軸と南北軸の２本を設定し
て調査した結果，幅 3.5m 前後，確認⾯からの深さ約 1.1m とみられる⽅形に廻る周濠を検
出した。⽅形周溝墓の可能性も考えられるが，周濠の幅が広いため，20〜30m 級の⼩型の
前⽅後⽅墳（墳丘墓）の可能性も考えられる。 

 周溝部覆⼟中の遺物には、埴輪は含まれず、後期弥⽣⼟器⽚多数のほか、下層にも僅か
に前期中葉頃の⼟師器甕頸部⽚が出⼟している。 
 
 (2)磯浜古墳群の特徴 
以上の各古墳の概要を踏まえ、この項では、特筆すべき古墳間の構造や出⼟遺物の違いに

基づく、変遷、年代観について、まとめておきたい。 
 

(2)-1．構 造  
姫塚古墳の⼤きくバチ形に開き狭い周溝が伴う前⽅部の特徴は、那珂川中下流域を⾒て

も、図 2-46 の 4⽔⼾市安⼾星１号墳や同 3⼆の沢B6号墳よりも前出の要素を備えている。 

 今回の調査成果により復元した⽇下ヶ塚古墳の築造規格を、前末中初の畿内における⼤
王墓等（渋⾕向⼭古墳→佐紀陵⼭古墳→五社神古墳など）と⽐較したところ、渋⾕向⼭古墳
や五社神古墳では前⽅部と後円部との⽐率などの規格がうまく合わず、佐紀陵⼭古墳の前
後⽐率が良く合い、最も似たシルエットであることが判明してきている（図 2-35）。 

 
図 2-46 姫塚古墳と類例 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』 ） 
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⽇下ヶ塚古墳くびれ部東裾における張り出しは、⾞塚古墳南裾の造出の有無と合わせ、未
確定であり、今後に残された課題と⾔える。五本松古墳や五本松下古墳の墳形の確定も課題
として残される。 
(2)-2．出⼟遺物と変遷  

姫塚古墳は、⼩型丸底鉢の⼝縁部形態が直下の⼀本松遺跡第１調査区第 82号竪⽳建物跡
出⼟⼟師器甕（図 2-47 の 1〜4）と似た特徴を持つ。同住居の廃絶年代は、同図５・６の在
地系の後期弥⽣⼟器が主体を占めており、弥⽣時代終末期、型式名称は⼗王台式４期から同
５期への過渡的な段階頃とみられる。先の流域最初期の前⽅後⽅墳安⼾星１号墳や⼆の沢
B6号墳よりも古い形態的特徴を勘案すると、古墳時代前期初頭、実年代は３世紀後半を中
⼼とした前後の時期になるのではないかと予測する。 

 
⽇下ヶ塚古墳は、平⾯形態を中⼼とした築造規格、および粘⼟槨内から出⼟した⼑⼦形⽯
製模造品の形態や技法より、奈良県奈良市北部の佐紀陵⼭古墳や富雄丸⼭古墳との関係が
予想される。ともに、前期後半、実年代は４世紀後半の古い段階頃に位置づけられている。 
 ⽇下ヶ塚古墳の年代観を定点として、坊主⼭古墳について考えた場合、シャープに作られ
た出⼟埴輪の特徴から、時期的に並⾏するか、坊主⼭古墳がやや先⾏して築造されるものと
考えられるため、前期後半の４世紀中葉〜後半の古い段階頃の年代を考えておきたい。 
五本松古墳、及び五本松下古墳については、時期を明確にできる資料が少なく、今後に残

された課題だが、概ね、姫塚古墳と相前後する時期の築造で、前⽅後円墳＋埴輪が⼊ってく
る台地南側の坊主⼭古墳へ移⾏する前の前期前半頃とみられる。 
 ⾞塚古墳については、⽇下ヶ塚古墳と樹⽴する埴輪で⽐較した場合、胎⼟的特徴や⾊調は
⼀貫しており、原料⼟の採取から焼き上げまでの技術系譜は共通するものの、埴輪内⾯への
刷⽑⽬作業の減退、円筒埴輪の⽅形透孔の数量が４単位から２単位へ減、⼩円形透孔の採⽤、
あるいは全般的に器壁が厚くなるなど、中期的要素を取り⼊れながら、⽣産時期の時間的間

 
図 2-47 姫塚古墳出⼟遺物の参考資料 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 
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隔が空いていることを⽰しているものと考えて良い。以上の埴輪の特徴は、⽇下ヶ塚古墳に
⾞塚古墳が後続することは確かであるから、中期初頭、４世紀後半の新しい段階と考えてお
きたい。 
 
(３)磯浜古墳群・埴輪の変遷 
(３)-1．磯浜古墳群の変遷 
以上の調査・研究の成果より，磯浜古墳群の変遷については，下記の通り第Ⅰ〜Ⅵ期の全

６期に分けて考えることができる。図 2-48 のように簡潔に記述しておく。 
第Ⅰ期 弥⽣時代終末期〜古墳時代前期初頭（３世紀後半頃） 
 同⼀時期直下に形成される⼀本松遺跡の集落と関連して，⼩型の前⽅後⽅墳である姫塚
古墳を築造する。 
第Ⅱ期 古墳時代前期前半（３世紀末〜４世紀前半頃） 
 古墳の形態や詳細な時期は不明であるが，この時期に，埴輪は伴わず底部穿孔壺を持つ，
40〜50ｍクラスと⼤型化した五本松古墳の築造の可能性がある。規模の⼩さい五本松下古
墳もこの時期である。 
第Ⅲ期 古墳時代前期後葉（４世紀中〜後半の古い段階） 
 60ｍ級の前⽅後円墳・坊主⼭古墳を築造する。出⼟資料が少なく不明の部分も多いが，円
筒埴輪や⻑壺形埴輪が含まれるから，⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）古墳と並⾏，あるいは⼀時期古
い古墳と考えら
れる。 
第Ⅳ期 古墳時
代前期末葉（４
世紀後半の古い
段階） 
 円筒埴輪や⻑
壺・球形胴壺形
埴輪を持つ，100
ｍ級の前⽅後円
墳・⽇下ヶ塚（常
陸鏡塚）古墳を
築造する。中央
の佐紀陵⼭古墳
と相似墳 で あ
り，粘⼟槨とそ
こから出⼟した
副葬品は、富雄

 

図 2-48 磯浜古墳群の変遷 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 



磯浜古墳群保存活⽤計画 第２章 磯浜古墳群の概要  
 

269 
 

丸⼭古墳とも並⾏する時期とみられ特筆される。 
第Ⅴ期 古墳時代中期初頭（４世紀後半の新しい段階） 
朝顔形・普通円筒埴輪や球形胴壺形埴輪を持つ，80ｍ級の⼤型円墳・⾞塚古墳を築造する。
主丘で⽐較すると，60m級の⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）古墳を凌いでいる。 
第Ⅵ期 古墳時代中期前葉（５世紀初頭） 
 古墳築造が⾒られなくなり，磯浜の台地に⼈の痕跡が無くなる。 
 
(３)-2．埴輪の変遷 

磯浜古墳群から出⼟した埴輪については，⻑壺形埴輪の変遷を基軸として球形胴壺形埴
輪や円筒埴輪も包括して，第Ⅳ期前期末葉の⽇下ヶ塚(常陸鏡塚)古墳・第Ⅴ期中期初頭の⾞
塚古墳を中⼼に，その前後の時期である第Ⅲ期前期後葉・第Ⅵ期中期前葉を含め，成⽴と展
開の過程について，時期別に分析しておきたい。 
第Ⅲ期 波及した円筒埴輪に影響を受け，球形胴壺の⼀部が⻑伸化する。壺作りの流儀で同
⼯⼈が円筒埴輪を模倣するから，形態的にスケールアップしただけの⻑頸⻑胴の壺形埴輪
が成⽴する。胴部中位に最⼤径を持つのも壺模倣である。図 2-49 の９⻑柄・桜⼭１号墳例
や 10・11 の上出島２号墳例は好例である。厚みは壺の流儀を踏襲するから５〜７cm と薄
い。また器厚も厚薄がありシャープな印象を持つ。 
第Ⅳ期 円筒埴輪の製作技法に⽴脚して伝統的な⻑壺形埴輪を製作する。頸部突帯，胴部の
伸⻑・筒化などの要素は，円筒埴輪からの影響である。⽇下ヶ塚(常陸鏡塚)古墳の⻑壺１〜
３類が該当する。12 の⻑壺３類の肩張りは朝顔形円筒埴輪の肩部の張りを模倣したものと
も考えられる。厚さは７〜９cm と第Ⅲ期よりも厚くなり，厚薄は持つものの，前代よりは
シャープさを失っている。変容を遂げる⻑壺とは別に，伝統的な形態である球形胴壺形埴輪
は遺存しており，前⽅部〜括れ部の墳頂部平坦⾯において，後円部に並べられた新来の円筒
埴輪や，主に前⽅部に樹⽴された変容した⻑壺形埴輪と共に，伝統的な埴輪祭祀を司る⽤具
として，前⽅墳頂部において⽤いられるようである。 
第Ⅴ期 ⾞塚古墳では樹⽴される埴輪の主体は，定着した朝顔形・普通円筒埴輪となるよう
であるが，普通円筒と良く似た⻑壺１類が残る可能性もある。第Ⅳ期の⽇下ヶ塚（常陸鏡塚）
古墳例よりも⾁厚となった，末期の球形胴壺形埴輪を⽤いた祭祀⾏為が残る。 前代の⽇下
ヶ塚（常陸鏡塚）古墳とは，墳形こそ異なるものの，南側の中段という，球形胴壺形埴輪が
集中する位置が共通しており，⻑壺形埴輪と円筒埴輪の主客逆転後も，旧来の球形胴壺形埴
輪を⽤いた埴輪祭祀の伝統が継承されていたと考えられそうである。 
第Ⅵ期 磯浜古墳群内は築造が確認できないが， 40〜50m級の中型の円墳で，８・13〜15
の⻑壺２・３類が残る。厚みは 10〜11mm 内外もあり，均⼀化し，鈍重な印象を与える。
胴部の断⾯形態は，中張りからむしろ下膨れの形態に変化している。⻑壺１類も常陸沿海で
繋がった６の村松権現⼭古墳で命脈を保つものの，タタキ⽬を⼊れており，著しく変容を遂
げ，この時期を最後に，⻑壺形埴輪は作られなくなる。 
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図 2-49 ⽇下ヶ塚古墳・⾞塚古墳出⼟埴輪の変遷 （出典：『磯浜古墳群Ⅰ』） 




